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アスティから、直ぐにミラノに戻る前に 30 分弱ほど列車に乗りアレッサンドリアに立寄りました。

この街はタナーロ川の南に広がっている人口 94000人の大きな街です。 

 

アレッサンドリアは、周囲の村を集めて 12世紀中旬に街となりました。この街は神聖ローマ帝国に

対抗して教皇派に属していたので、当時のローマ法王であったアレッサンドリア 3 世の名前をとっ

てこの街の名前としています。この街には面白い伝説があります。12 世紀にこの街は神聖ローマ帝

国の赤髭王バルバロッサに包囲されました。当時の司教であった Gagliaudo は、食料が尽きて陥落

直前に、最後に残った穀物を牛に食べさせて城壁の外のバルバロッサの軍まで連れて行き、そこでわ

ざと囚われてしまいます。バルバロッサ軍は直ぐにその牛を殺し、自分たちの食料にするために解体

したところ、牛の胃袋の中に穀物があるのを見つけて、この街にはまだ十分な食料があるので包囲網

をとくのは難しいと判断し、軍を引いてしまったと言われています（本当はマラリアにかかって軍を

引いたとのこと）。この街を救った英雄の像はアレッサンドリアのカッテドラーレ横で見ることが出

来ます。街はその後も繁栄を続け 12世紀後半に自治都市となります。しかし、14世紀中旬から 18

世紀初めまで（途中にいろいろな抗争がありますが）ミラノの支配下に入り、18 世紀初めからはト

リノのサヴォイア家の支配下に入り、ピエモンテに属すことになります。この街で一番有名なチッタ

デッラはサヴォイア家によってこの時代に建造されました。 

また、この街は 12世紀初に発生した清貧を理想に掲げた原始キリスト教の宗教団体“ウリミアーテ

ィ”の発祥の地でもあります。この宗教運動は下層平民の間でみるみる広がっていき、あのサンジュ

リアーノのヴィボルドーネ修道院（現在はドメニコ派の修道院）やオペーラのミラソーレ修道院もこ

の宗教団体が創建したのです。 

 

実は、アレッサンドリア訪問は全くの期待はずれでした。まあ、アスティが期待以上だったから“善

し”としましょう。駅からチッタデッラに向かう途中のサンロッコ広場にあるこの街では一番大きい

サン・ジョヴァンニ・デル・カプッチョ修道院には、“ウミリアーティの蔵（Casa Degli Umiliate）”

と呼ばれる 12世紀にウリミアーティが住んでいた建物があるのですが、到着したのが午後 2時前な

ので当然のこと修道院は閉まっていました。ここまでは、ほぼ予想通りでした。 

チッタデッラは旧市街から出てタナーロ川を越えたところにありますので、勇んでタナーロ川を渡る

橋のところに行くと、なんと、地図にはちゃんとあることになっている橋がないのです。新しい橋に

掛け直す工事のため、無残に、橋がちぎれているのです。そこには大きな看板があり、今度新設され

る橋の予想図が掲示されています。何しろタナーロ側は川幅が広く、仮設の橋はとても掛けられない

ので、泳いで行かない限り向こう岸には行けないのです。もちろん、他にも橋はあるのですが、街外

れなので結構な距離があり、歩いて行くのは大変ですので直ぐにあきらめました。やはり、イタリア

では歩いて行く人のことは考えていないのですね。チッタデッラに行きたければ車で行きなさいとい

うことです。でも、アレッサンドリアに来た目的の 90％はチッタデッラを見ることだったので、こ

の時点で、この街に対する興味はほとんどなくなってしまいました。 

チッタデッラとは、街を守る要塞のことで、パルマ等各街で見ることが出来ますが、単にチッタデッ

ラと言えばアレッサンドリアのチッタデッラを指すようです。上から見ると函館の五稜郭に良く似た

形です。きっと、五稜郭がヨーロッパのチッタデッラを参考に造られたのでしょうね。それほど有名

なアレッサンドリアのチッタデッラは、現在、世界遺産への登録の準備をしているそうです。今日は、



大きな忘れ物をしたような気持ちになりました。 

 

 

それでも気を取り直し、旧市街の方へ足を運びました。この街には、古い教会が 2 つほどあります

が、その他にはあまり見たいと思うものはありません。まず、その一つであるカステッロのサンタ・

マリア教会（15 世紀の建造）を見ました。大きな教会ですが、イタリアでは良く見る教会です。こ

こも、まだ、お昼の休憩中ですので外観だけです。 

 

 

アレッサンドリアは、映画で有名なジュゼッペ・ボルサリーノ帽子工場の発祥の地でもあります。そ

のボルサリーノ帽子博物館がありましたが、興味も沸かないのでパスしました。そこで、街並を楽し

みながらのんびりと歩くことにしました。街並にはその街の個性が出ていて興味が沸きます。 

 



もう一つの古い教会であるアレッサンドリアのカッテドラーレ（12,3 世紀の建造）に着くと、この

カッテドラーレの鐘楼は素晴らしいものでした。アレッサンドリアの街で、唯一感動したものです。

カッテドラーレは 3 時には中に入れたのですが、この日はアスティのドゥオモの感動がまだ残って

いたこともあり、それほど興味が沸かずに、カッテドラーレの中に入るのは辞めにしました。 

 

 

アレッサンドリアの街は、アスティに比べると見所は限られていますので、観光地とは言えないと思

います。この街の歴史は、（チッタデッラ以外）建物として残すようなものではなく、イタリアの他

の街に影響を及ぼすような無形のものだったのかもしれません。もちろん、食のピエモンテの一員で

すのでワインは有名です。そんなことを考えながら、帰路に着きました。それにしても、橋がないの

にはびっくりしました。それがこの街で一番の思い出です。下の写真は、街の中の古い宮殿です。 

 

 

アスティからアレッサンドリアまでは同じ州の中ですから、1時間に 1本くらい列車があります。所

要時間はレジョナーレなら 30分弱（料金は 2.7ユーロ）です。また、アレッサンドリアからロゴレ

ドまでは州を越える列車になりますので、本数は限られてしまいます。ヴォゲーラやトルトーナ経由

等がありますが、1日に 2本（午後 3時 45分と午後 6時過ぎ）だけロゴレドへの直通列車がありま

す。これに乗るとロゴレドまで 1時間強で着いてしまいます。料金も 6.4ユーロですから、本当は直

ぐ近くの街であることがわかります。また、アレッサンドリアからミラノまではバスの定期便も運行

されています。このバスはパヴィアとパヴィアの修道院を通ります。所要時間と金額はわかりません

が、列車よりも安い（4ユーロくらい）と思われます。但し、ミラノと言ってもＭ2のファマゴスタ

までですので、ミラノに着いてからちょっと不便です。 


